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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 65.3 ha

平成 16 年度　～ 平成 20 年度 平成 16 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 H16 H20

人 H16 H20

棟 H16 H20

都道府県名 静岡県 磐田市
いわたし

磐田
いわた

駅
えき

北
きた

地区
ちく

計画期間 交付期間 20

　広域的都市域の中心拠点として、多様な都市機能を備えた賑わいと活気ある質の高い都市空間・環境を再構築する。

（現況）磐田市の中心市街地は鉄道の開通以来、JR磐田駅前で自然発生的に商業累積が進み、中遠地区の経済活動の中心として拡大してきたところであり、磐田市の顔として多くの市民が集う場所でもあった。しかし、近年生活様式の多様化などで人
口の減少が進み、商業においてもモータリゼーションの発展とともに郊外のショッピングセンターの出店などにより空き店舗が増える等、中心市街地としての機能が衰退してきている。
（経緯）中心市街地を将来にわたって存続させるため、中心市街地活性化法に基づく総合的な施策を積極的に活用したまちづくりを進めるため、「磐田駅南北自由通路・橋上駅舎（平成１１年度完成）」「磐田駅北３７街区市街地再開発事業（平成１５年
度）」を施行した。
　また、「磐田市駅北土地区画整理事業（市施行）」は平成元年度より、「磐田駅前地区第一種市街再開発事業（組合施行）」は平成３年度（準備組合設立）からの継続事業である。

　「磐田市駅北土地区画整理事業」及び「磐田駅前地区第一種市街地再開発事業」においては、バブル景気からデフレ景気へと時代の流れとともに事業は長期化になっている。
　「磐田市駅北土地区画整理事業」は、平成１５年度末で家屋移転率は６７．３％となり、事業は佳境になってきた。平成１６年度以降は、密集市街地の移転を進めることとなる。その一方で、「駅北１号公園」、「駅北２号公園」の用地が家屋移転に伴い確
保されつつあり、公開空地の状況になっているため、整備の必要性が生じてきた。
　「磐田駅前地区第一種市街地再開発事業」においては、景気の影響をうけ、保留床の処分先、参加組合員の事業に対する意欲、公共施設取得のための市の財源といった様々な課題が顕著であった。しかし、シンボルロード県道磐田駅停車場線をはさ
んで東、駅北土地区画整理事業内における「磐田駅北３７街区市街地再開発事業」の完成により、一足先に組合が成り立っていた組合員の事業に対する意欲が盛り上がりを見せる一方、再開発事業（住宅局所管）周辺の公共施設取得の財源の一部
に、交付金制度が活用されることにより、懸案であった課題は解決されることとなる。

（磐田市総合計画第２期基本計画２００１－２００５　平成１３年４月策定）
①市街地整備の推進として、駅北土地区画整理事業や市街地再開発事業等を推進し、都市機能の更新を図るとともに、本市の顔としてふさわしい都市景観の形成を図り駅北地区の拠点性を強化する。また、駅前の立地性を活かした都市機能の強化を
図るため、駐車場や公共公益施設の設置を検討する。
②住みよい住まいの供給として、市街地再開発事業により、土地の高度利用や建築物の共同化を図り、便利で快適な都市型住宅の供給を促進する。土地区画整理事業を推進し、優良宅地の供給を促進する。土地区画整理事業をはじめとする基盤整
備の実施により、安全で快適な居住環境への更新を図り、住環境整備を推進する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

17,700来街者数 磐田駅南北自由通路の利用者を調査する。
公共駐車場の新設、再開発事業による定住人口の増加、磐田駅南地区（旧まち総地区）との
相乗効果により、駅周辺の賑わいが生まれる。 17,166

672

商店利用圏内居住人口 住民基本台帳町別人口から当該地区の居住人口を算出する。
地域住民の生活に密着した小規模店舗の利用者である居住者の減少を抑制する。

3,124 3,014

老朽家屋の減少
事業進捗による家屋移転・除却及び波及効果による建て替え（Ｓ５６以前
の建物）

公共事業施行区域の建て替えにより、区域内老朽家屋の建て替えを促進する。
905



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・駅周辺の中心性向上を相応させながら北口駅前広場整備を行い、基幹的な都市整備基盤をほぼ完成させる。一方、再開発地区の周辺では、波及効果を
受けながら、より一層の街の魅力づくりに向けた都市機能と環境の整備を図る。

・（仮）磐田駅北口広場整備事業（関連事業）
・県道磐田停車場線（都市計画道路磐田駅天竜線）道路拡幅＝シンボルロード化（磐田市駅北土地
区画整理事業及び磐田天竜線道路改良事業において施行）

○８万人都市から１７万人都市の顔へ
　磐田市は、近隣３町１村との合併を平成１７年４月１日を控えており、合併後の当地区は、１７万人都市の中心市街地としての役割を担うこととなる。
○事業終了後の継続的なまちづくり活動
　当地区においては、表立った「まちづくり活動」が見受けられないのが現状である。基盤整備を進めるとともに、地元に対して啓蒙活動を行い、 終的にはまちづくり活動組織となる特定非営利活動法人（NPO法人）設立を期待したい。
○街並み形成の誘導を図るための方策について
　シンボルロードに面する区画整理側、再開発側については、地区計画を制定し、１ｍの壁面後退等を定めている。しかし、それ以外商店は、昭和４０年代のアーケードを利用し、修繕を重ねながら現在に至っているのが現状である。今後は、随時基盤整備を
進める上で、老朽化したアーケードを新設あるいは除却するとともに、無電柱化を進め、ゆとりある歩行者空間を生み出していく。
○交付期間中の計画の管理について
　交付期間中において、各種の事業を円滑に進める。駅北１号・２号公園については、駅北土地区画整理事業施行区域内では、初めての大規模な公園となることから、計画、管理については、地元自治会等と十分な協議をした上で施行をしていく。

方針に合致する主要な事業
・都市基盤と施設整備が合わせて行われる面的整備の中で、新たな都市施設やサービスを充足し、衰退傾向にある駅周辺の求心力を回復させ、にぎわい
や楽しさといった街の魅力の向上を図る。

・磐田市駅北土地区画整理事業（基幹事業）
・駅北１号・２号公園整備事業（駅北土地区画整理事業内）（基幹事業）
・磐田駅天竜線道路改良事業（基幹事業）
・磐田駅前地区第一種市街地再開発事業（関連事業　県道整備事業、再開発事業）

・市街地再開発事業においては、商業施設、公共公益施設、都市型住宅、駐車場等の整備をする。 ・磐田駅前地区第一種市街地再開発事業（関連事業　県道整備事業、再開発事業）
・駅前市営駐車場取得事業（基幹事業、関連事業）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 磐田市 直 L=116m H17 H18 H17 H18 85 85 85

公園 磐田市 直 A=6,097㎡ H19 H20 H19 H20 96 96 96

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 磐田市 直 A=6,183㎡ H17 H18 H17 H18 1,000 1,000 1,000 250

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業 磐田市 直 A=20.3ha H10 H20 H16 H20 2,300 974 974

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 3,481 2,155 1,000 1,405
…A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

0

0

0

－ 0

－ 0

－ 0

－ 0

合計 0 0 0 0 …B
合計(A+B) 1,405

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
磐田市 国土交通省 A=20.3ha ○ S63 H20 9,545

磐田市（予定） 国土交通省（予定） A=0.7ha（予定） ○ H18（予定） H22（予定） 2,703

磐田市 総務省 市内全域 ○ H15 H15 10

磐田駅前地区第一種市街地再開発事業 磐田駅前地区 磐田駅前地区市街地再開発組合 国土交通省 A=0.7ha ○ H3 H18 4,577

磐田市 A=6,183㎡ ○ H17 H18 750

静岡県（予定） L=116m ○ H17 H18 87

合計 17,672

交付対象事業費 1,405 交付限度額 562 国費率 0.4

0

0

うち民負担分

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間

磐田駅天竜線道路改良事業

－

駅前市営駐車場取得事業

－

－

規模

－

－事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

磐田市駅北土地区画整理事業

事業期間

県道磐田停車場線（駅前地区再開発事業区域内）

（いずれかに○）

いわたブランド化プラン

駅北地区

事業主体

道路事業（歩道整備、電線共同溝）

駅前市営駐車場取得事業

地域創造
支援事業

事業
細項目

事業主体事業箇所名

－

（参考）事業期間

駅北１号・２号公園整備事業

磐田市駅北土地区画整理事業

－

全体事業費

（仮）磐田駅北口広場整備事業

地域情報化モデル事業交付金交付事業

－

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間
細項目

所管省庁名

磐田駅北口周辺

事業箇所名

磐田駅前地区



都市再生整備計画の区域

　磐田駅北地区（静岡県磐田市） 面積 65.3 ha 区域 磐田市大字中泉、見付、国府台、二之宮、二之宮東の一部

神奈川県

山梨県長野県

愛知県
静岡県

位置図

東名高速

新幹線

国道１号

JR東海道

国道１号

国道１号バイパス

1 : 30,000

ＪＲ新幹線

磐田駅南地区
　５２ｈａ

ＪＲ東海道本線

10005001000

磐田IC

東名高速道路

ＪＲ磐田駅

産業大学

磐田駅北地区
65.3ha

(H1６～H20)

JR駅



磐田駅北地区（静岡県磐田市） 整備方針概要図

来街者数 （ 人 ） 17,166 （H16年度） → 17,700 （H20年度）

商店利用圏内居住人口 （ 人 ） 3,124 （H16年度） → 3,014 （H20年度）目標

広域的都市域の中心拠点として、多様な都市機能を備えた
賑わいと活気ある質の高い都市空間・環境を再構築する。 代表的

な指標

老朽家屋 （ 棟 ） 905 （H16年度） → 672 （H20年度）

JR磐田駅

Ｎ

○関連事業
駅前地区第１種市街地再開発事業
（A=0.7ha)
事業主体：駅前地区市街地再開発組合

■基幹事業
磐田駅天竜線道路改良事業
（街路事業）総延長L=116m
事業主体：磐田市

■基幹事業
駅前市営駐車場取得事業（のうち）
A=6,183㎡（180台）

（地域生活基盤施設）
事業主体：磐田市

○関連事業
駅前市営駐車場取得事業（のうち）
A=6,183㎡（180台）

（地域生活基盤施設）
事業主体：磐田市

○関連事業
（仮）県道磐田停車場線（都市計画道路磐田駅天

竜線）道路改良事業
（街路事業）L=116mの電線共同溝布設及び施設

整備費
事業主体：静岡県

○関連事業
いわたブランド化プラン
地域情報化モデル事業交付金交付事業
総務省所管 Ｈ１５完
事業主体：磐田市

○関連事業
（仮）磐田駅北口広場整備事業
名称、事業手法については未定
平成１７年度において都市計画決定を予定
事業主体：磐田市

○関連事業
磐田市駅北土地区画整理事業
A=20.3ha
特会補助 9,545百万円

事業主体：磐田市
■基幹事業
磐田市駅北土地区画整理事業

(都市再生土地区画整理事業）
A=20.3ha
事業主体：磐田市

■基幹事業
駅北１号・２号公園整備事業
A=6,097㎡
設計費、施設整備費
事業主体：磐田市

都市再生整備計画区域
区画整理事業施行区域
公園整備事業
街路事業
関連事業
再開発事業施設計画

凡　　例　　　
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